
エネルギー価値学の創生：東北大学モデル～大学キャンパスから地域、世界へ～

東北大学 学際研究重点拠点「エネルギー価値学創生研究推進拠点」 （土屋範芳、大庭雅寛）

東北大学は「エネルギーの新しい価値観」を創り出すため、「エネルギー価値学」という学問を取り入れている。これはエネルギーの量、質、時間応答性の3つの自然科学

的基準と、エネルギーの社会受容性という人文・社会科学的基準からなる「4つの基準」により、エネルギーの源、変換、利用、再生、そして将来像まで総合的に研究する

ものである。本取組ではさまざまな学際的な研究プログラムを実施して成果を統合化しており、これにより、地域の成長や産業創造など、地域新生に重点を置いた「東

北大学モデル」を提案している。このモデルは地域内だけでなく、日本国内や世界にも展開している。

未来社会を豊かにするために必要とされるエネルギー課題の解決

には、既存の学術研究分野だけでは対応が難しいため、エネルギー

材料・デバイス・システム等の理工学分野と社会科学分野、具体的な

解決策に関する研究分野が連携や融合を図る必要がある。

課題設定の背景

拠点には、環境科学や工学、材料科学等の理工系研究者に加え、経

済学の研究者も参加。さらに、建設会社や設備・施工会社等の民間

企業、宮城県や仙台市等の自治体も参加し、宮城県/東北でのZEB

の普及推進を目指した「みやぎZEB研究会」を大学主導で設置。

参画しているステークホルダー/ 「矩」を超えた場づくりの工夫

大学主導の「みやぎZEB研究会」と宮城県主導の「みやぎ地中熱利

用研究会」が連携した活動を通じて、エコラボのコンセプトや知見を

継承した、民間企業の新社屋２例が地中熱を導入した「ZEB」の認

証を取得し、他、地中熱導入の障壁となる規制の緩和を実現した。

社会へのインパクト

① 総合知活用の実践を行う事例 ② 総合知人材の育成を行う事例 ③ 総合知の活用方法の進化を目指す事例
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